
シチリア旅行記 

 
5 泊 6 日でシチリアに行ってきました。シチリアは日本の九州ほどの面積がありますので、

5 泊 6 日でシチリアのすべてを見て回ることは出来ません。途中で、日本人のバックパッカ

ーに会いましたが、その人は 2 ヶ月の予定でシチリアを旅行中でした。今はちょうど 1 ヶ

月目でシチリアの西半分を回ったところとのこと。その人は大阪の若い料理人でしたので、

イタリア料理の勉強も兼ねているのでしょう。2 ヶ月はいらないかもしれませんが、1 ヶ月

は必要かもしれません。5 泊 6 日の旅程は、飛行機でミラノからパレルモに入り、次の日に

メッシーナ経由の列車でタオルミーナへ。ミラノに戻る前日にパルレモに戻るので、パレ

ルモは 2 泊、タオルミーナ３泊です。タオルミーナ滞在中にツアーで、世界遺産のアグリ

ジェントとピアッツァ・アルメリーナの 1 日観光を入れ、タオルミーナ最後の日は、タオ

ルミーナからパレルモへ専用車で、途中、エンナとチェファルーを観光する予定を入れま

した。その他はフリータイムです。当初の予定ではタオルミーナから列車で世界遺産でも

あるシラクーサとノートを訪ねることも考えていましたが、タオルミーナがあまりにも良

いところだったので、タオルミーナに滞在するほうが世界遺産よりも優先と判断して。そ

の計画は取り止めとしてしまいました。タオルミーナは「地球の歩き方」によると、世界

中の人が憧れているリゾートだそうで、確かに、英語、フランス語。ドイツ語が飛び交う、

何もかもが本当に素晴らしい国際的なリゾートです。 
 
1 日目 
さて、6 月 2 日の祝日にミラノからパレルモに超格安のチケットでパレルモに飛びました。

2 人で往復が 160 ユーロですから、1 人片道 40 ユーロです。ユーロスターでボローニャに

行くよりも安いのです。安チケットを紹介してもらって大感謝です。パレルモには午後 2
時過ぎに到着し、バスで街に出て早速観光しましたが、やはり、ここはシチリアです。祝

日の午後はどこも閉まっています。辛うじて開いていたのは大聖堂（カッテドラーレ）と

いくつかの教会だけでした。 
パレルモは、シチリア一の大都市で、シチリアの歴史をそのまま反映しています。紀元前 8
世紀にフェニキア人がこの街を築き、カルタゴによって征服され、次にローマ帝国、ロー

マ帝国衰退後にも東ローマ帝国、アラブ人、ノルマン人に支配され、神聖ローマ帝国、フ

ランス、スペイン、オーストリアと次々と支配者が変わっています。従って、当然のこと、

他のイタリアの街とは違う雰囲気が感じられます。と言っても、日本人にとってはアラブ

文化もノルマン文化も、そう言ってもらわないとその雰囲気はわからないものです。 
従って、この街に入って、まず感じたことは、なんて汚い街だろう。ジェノヴァよりも数

段汚く、その汚さはナポリと良い勝負です。でも、汚いことは悪いことかもしれませんが、

その街には人間が住んでいること、そして、その街には文化が息づいていることの証なの



です。その息づきが街の歴史や芸術を育んでいくのです。シンガポールや中東のドゥバイ

のようなクリーンな街には人間味も文化も感じません。従って、いくら、マーライオンや

世界一の高層ビルがあっても印象も薄く直ぐに忘れてしまうのです。口では汚い街と言い

ながら、本当は、汚い街、万歳なのです。 

 
 
祝日でも何とか開いていたイスラム文化が強く残った教会の鐘楼にヘルメットをかぶって

登り、パレルモの街を一望しました。汚い地上から離れたこともあり、上から見るパレル

モの街はとてもきれいでした。いくつか見える教会の鐘楼はアラブ・ノルマン様式の建築

と言うのだそうです。要するに、イスラムのモスクのようなドームが先端にありますが、

ビサンチン建築やバロック建築のクーポラようにドームそのものが主役ではないのです。

そして、その先には奇妙な形をした岩山と海が見えます。パレルモは、ジェノヴァのよう

な歴史のある大きな港街で、この雑踏の中にうごめいているものは、雑多な文化を取り入

れながら今も昔も活力にあふれています。 

 
 
続いて、大聖堂（カッテドラーレ）に入りました。ここも基本的にはアラブ・ノルマン様

式なのですが、何度か改築されていて、中心にはバロック建築のクーポラがそびえていま

す。後にシチリアでいくつか見たアラブ・ノルマン様式の教会とは明らかに違い、この大

聖堂は外観も内装も豪華さと風格があります。大聖堂の前の広場には、観光用の馬車が客



待ちをしていました。 

 

 
 
大聖堂から街の中心部に歩くとクワットロ・カンティがあります。ここは普通の交差点な

のですが、4 つの角にはそれぞれ同じ形をした彫刻と噴水で飾られた 17 世紀の都市計画で

建てられたバロック様式の建物があります。各建物のデザインは春夏秋冬を現しているそ

うで、ここが街の中心であることを主張しているのだそうです。昔の人は考えることが単

純で、その単純さが何百年も残るものを作ってしまうのですね。 

 
 
クワットロ・カンティの直ぐ横にプレトリア広場があります。ここの噴水は男女のヌード



の彫刻であふれています。その背景には大きな教会のドームがあり、落ち着きのある広場

でした。ここにも観光用の馬車が客待ちしています。 

 
 
とにかく、パレルモには教会が多くて、それを一つ一つ見ていては何日あっても足りませ

ん。でも、絶対に見なくてはいけないのが、ノルマン王宮にあるパラティーナ礼拝堂とマ

ルトラーナ教会ですが、パラティーナ礼拝堂と同様にこのプレトリア広場近くにあるマル

トラーナ教会も祝日で閉鎖していました。やはり、南イタリアの人は休むべきときはしっ

かりと休んでしまいます。従って、この 2 つの教会は、シチリアの最終日までお預けです。

その代わりに、マルトラーナ教会の直ぐ隣にある素人でもわかるアラブ様式の小さな教会

であるサン・カタルド教会（12 世紀中旬に建てられたアラブ様式の 3 つの赤い丸屋根が印

象的な教会です）と同じくプレトリア広場近くにある大きくて内装があまりにも派手なバ

ロック様式の教会を 2 つ見てきました。 

 
 
初日のパレルモ観光は、ここまでで、この後はレストランへ直行です。レストランではシ

チリア料理だけを注文。やはり、魚介類の豊富なシチリアでは何を食べても日本人好みの

味です。「地球の歩き方」に、雲丹の味がわかるのはシチリア人と日本人だけだと書いてあ

りましたが、そのとおりかもしれません。雲丹のスパゲッティと蛸の煮物が美味しかった。 
 



2 日目 
2 日目は、朝から列車でタオルミーナに移動です。パレルモ発 8 時 8 分のレジョナーレは、

シチリアクラブ（ツアーを頼んだエージェント）の推薦です。シチリアでは、列車は時刻

どおりに動かないので、長距離バスを利用して列車の利用はなるべく避けるそうです。で

も、パレルモからメッシーナまでのレジョナーレは比較的に時間通りに運行されて、しか

も、車窓からみるティレニア海の眺めが最高とのこと。逆に、長距離バスは高速道路でし

かもトンネルが多いので、しきりにこのレジョナーレを推薦していただきました。でも、

そこは、イタリアの鉄道です。列車の窓が汚く折角の車窓の眺めも半減です。それでも、

時間通りに列車は運行されて、車窓からの眺めも満足いくものでした。 

 
 
メッシーナには、予定通り 2 時間５０分で到着です。ここで、タオルミーナ方面の列車と

乗り換えですが、1 時間 10 分の待ち時間があります。この時間を利用して、メッシーナの

街に繰り出しました。街の中心であるドゥオモ広場までは、徒歩で 15分くらいかかります。

ここのドゥオモはノルマン王朝時代の名君ルッジェーロ 2 世の命でノルマン様式の教会と

して 12 世紀に造られたのですが、1900 年代初頭の地震で大部分が崩壊しその後建て直し

にかかったものの第 2 次世界大戦でまた破壊され、今の建物は全面的に改造ざれたものと

なっています。教会の中ではミサ？が行われていましたが、その中に紛れ込んで、正面の

印象的なキリストのモザイク装飾を見てきました。 

 



 
 
昼の 12 時に、ドゥオモの鐘楼にある金色のライオン、鶏及びからくり人形が動き出すとの

こと。いつの間にかたくさんの観光客が鐘楼の前に集まってきていました。しかし、タオ

ルミーナ行きの列車の発車時刻が 12 時 15 分ですので、非常に厳しい時間帯です。それで

も、2,3 分は見ることができると判断して見てしまいました。しかし、その後が大変です。

15 分の道のりを小走りで 10 分ちょっとで乗り切り、発車 1,2 分前にやっと列車に滑り込み

ました。汗は噴出し足はがくがくの状態でした。 

 
 
メッシーナからタオルミーナまでは、1 時間 10 分です。列車の中で疲れをとり、午後 1 時

半にタオルミーナに到着。迷うことなく駅前からバスに乗って、駅から 200 メートル高い

丘の上にあるタオルミーナの街へ直行しました。ここのバスのチケットはバスの中で購入

できますので安心です。また、タオルミーナのバス・ターミナルは、その日の宿泊ホテル

の目の前でしたので、バスから降りて直ぐにホテルにチェックイン。予想に反して素晴ら

しいホテルでした。まさに、国際的なリゾート地にふさわしいホテルで、ホテルのプール

ではたくさんの人が甲羅干しをして、これから見るタオルミーナの街の期待が更に膨らみ

ます。直ぐにホテルを飛び出して、タオルミーナの街歩きをすると、その期待は直ぐに現

実のものとなりました。さすがに、「地球の歩き方」のとおり世界中の人の憧れのリゾート

です。しかし、何が良いのかと聞かれても直ぐには答えられません。ここには世界遺産に



登録されるような観光スポットは何もありません。でも、素晴らしいのです。丘の上の街

も、丘の上の街から眺める景色も、丘の下にあるきれいな海も、ちょっとだけあるギリシ

ャ・ローマの遺跡も、いくつかの小さな教会も、その周りの広場も、更に高い丘の上にあ

るお城もすべてが良いのです。そして、何よりも観光客に優しい街なのです。さすがに日

本語は聞こえませんが、英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語が周りを飛び交ってい

ます。ホテルでも街のお店でも、ほとんどのイタリア人は英語で話ができます。これが、

国際的なリゾートなのですね。もちろん、お土産屋、ジェラート屋、カフェにレストラン

もたくさんあります。美味しそうなフルーツ（Arancio Rosso やイチゴ）の直売や冷たいフ

レッシュなジュースも売っています。 

 

 
 
丘の上の小さな街を一通り歩いて、街並みを頭に入れた後に、今度は街から更に 200 メー

トル高いところにあるお城に向かいました。もちろん、バスで行きます。お城の入り口に

は、お土産屋とカフェのある小さな村があり、バスはその村の広場で降り、そこから先は

自分の足で丘を登らなくてはいけません。でも、このちょっとした登りの疲れも、頂上か

ら見たタオルミーナの街とその先のきれいな海と山々を見れば、どこかに行ってしまいま

す。もう、本当に最高でした。でも、この日は、雲が出ていてあのエトナ山は見ることが

できなかったのです。それでも、感動のパノラマだったのです。 



 
 
城から降りると今度はギリシャ劇場です。この古代の劇場は今でも現役で舞台と照明が取

り付けられています。舞台の裏の遺跡の裂け目からエトナ山を見ることができるのですが、

この日は雲がかかっていて裾野だけ見えていました。それでも素晴らしい眺めです。 
その後、街をもう一巡して、街のオープンなレストランの夕食は、ピザとカジキマグロの

インヴォルティーニで閉めました。お腹いっぱいで満足してこの日の観光は終わりです。 

 

 
 
3 日目 
3 日目は朝 6 時半にホテル脇のバス・ターミナルを出発して、世界遺産のアグリジェントと



ピアッツァ・アルメリーナへの 1 日観光（1 人 50 ユーロ）です。バスはシチリアのど真ん

中、山の中を西へと向かいます。途中、トイレ休憩を含めて、4 時間ほどでアグリジェント

に到着。ツアーはアグリジェントの神殿の谷を英語のガイドで案内してくれました。これ

以上ないほどの青空は、ローマ遺跡を更に際立たせてくれていました。ここにあるローマ

に勝るとも劣らない規模の遺跡にはびっくりです。 

 

 

 
 
アグリジェントの海辺のレストランで昼食後、次の目的地、これも世界遺産のピアッツァ・

アルメリーナに向かいました。2 時間ほどの道のりの途中で、突然黒い雲に覆われ激しい雨

が降り出しました。まるで南国の雨です。雨は、ピアッツァ・アルメリーナに到着する直



前にやみ、また、夏の日差しがさしてきます。実は、ピアッツァ・アルメリーナの見学は

曇りか雨のほうが良いようです。天気が良いと強い日差しが影を作り、床のモザイク模様

が見難くなってしまいます。日差しが強すぎて肝心の世界一古いビキニのモザイクがちょ

っと見難かったのが残念です。 

 

 

 
 
2 ヶ所の世界遺産の観光を終えて、タオルミーナに戻る途中、今度はもっとすごいスコール

に遭いました。シチリアは、全くの南国天気なのです。スコールはタオミーナに到着前の

午後 7 時過ぎにはちゃんとやんでくれました。この日は、1 人 12 ユーロのホテル利用者だ

けの特別割引格安ビュッフェの夕食後に、夜の街を散策してからベッドに入りました。 



4 日目 
4 日目は、ホテルの朝食後 8 時過ぎにホテルを出て、ホテルから歩いて 5 分ほどの市民公園

への散歩から始まりました。きれいに整備され、きれいに掃除された公園は、もうイタリ

アでもシチリアでもありません。国際リゾート地のタオルミーナなのです。市民公園から

の眺めは、お城やギリシャ劇場からの眺めを超えていました。昨日のスコールで塵はすべ

て落とされて、雲ひとつない青空にあのエトナ山がくっきりと浮かんでいました。日本人

なら誰でもこの山を「シチリア富士」と呼ぶと思います。この「シチリア富士」がもうダ

メ押しです。タオルミーナが忘れられないところとなってしまいました。 

 

 
 
また、街を一巡りして、この日は海に出ることとしました。タオルミーナの街から海へは、

丘を下るロープウェイを利用します。往復で 3 ユーロと料金も観光客に優しくなっていま

す。10 分程で麓の街に到着し、そこから歩いて海岸に出ますと、そこは、もう真夏です。

岬の先にはイソーラ・ベッラ（美しい島）がありますが、強い夏の日差しでその美しさを

感じることはありませんでした。きっと、朝日や夕日に輝いたときがイソーラ・ベッラに

なるのでしょう。タオルミーナは、やはり、海よりも丘の上の街です。ロープウェイで丘

の上の街に戻り、もう一度、くまなく街を歩き回りました。周りの景色と買い物？とジェ

ラートが一番のようです。のんびりとリゾート地の街を散歩し、ゆっくりとカフェで美味

しいものを食べたり飲んだりすることができる旅が一番贅沢なのかもしれません。贅沢つ



いでに、この日の夕食は、海の見える崖に建てられた高級レストランで美味しいシチリア

料理です。魚介類のマリネ、鰯のパスタと肉のインヴォルティーニが最高でした。5 泊 6 日

の中にこんな日を 1 日挟むと、旅行の充実度は数倍にも膨らみます。 

 

 

 
 
5 日目 
ついにタオルミーナ最後の日となりました。朝の 9 時に高級ベンツがホテルにお迎えに来

てタオルミーナを出発ですが、その前に、もう一度、市民公園に行きエトナ山を拝みに行

きました。エトナ山の画像をカメラと胸の奥に仕舞いこんでベンツは出発です。行き先は、

シチリア島の真ん中、標高 1000 メートルにある街エンナです。イタリアで一番高いところ



にある県庁所在地だそうです。この街の歴史地区には古い教会が 3 つあり、3 つ目のドゥオ

モの先の少し高台になっているところには 13 世紀前半にノルマン王朝のフェデリコ 2 世に

よって建てられた城、ロンバルディア城（何故、この名なのかはわかりません）がありま

す。ここからは、シチリア内陸部の雄大なパノラマを見ることができました。 

 

 

 
 
次に向かったのはシチリア島の北海岸の街、チェファルーです。読み方は、最後の“ルー”

のところにアクセントがあります。ここは、1980 年代の名映画である“ニューシネマパラ

ダイス”の撮影のあった街ですが、実は、この映画をまだ見ていません。従って、思い出

して涙を流すこともありませんでしたが、忘れないうちに、日本に帰ったら DVD を購入し



て見ないといけません。イタリア映画は、突如としてとてつもない名画が出てきます。“ニ

ューシネマパラダイス”もその中の一つです。早く、見たいですね。 
映画の舞台になったところですから、景色が悪いわけがありませんが、海岸線は海水浴客

があふれていました。昼食は、たくさんの海水浴客に紛れて海岸線のピッツェリアでピザ

とラザニエで済まし、早速、旧市街へと足を運びました。旧市街の中には、大きなノルマ

ン様式の聖堂があります。この大聖堂も、名君ルッジェーロ 2 世の命で 12 世紀に建てられ

たものです。直ぐ横にある岩山の迫力に負けない素晴らしい大聖堂でした。大聖堂の祭壇

の裏には、大きなキリストのモザイクがあります。 

 

 

 
 



大聖堂の裏に行くと、岩山への上り口があり、岩山の上にはお城が見えます。「地球の歩き

方」によるとお城だけではなく先史時代の遺跡もあるそうです。それに、登ることが大変

であるとは書いていませんでしたので、早速、登り始めました。10 分も登ると、城の城壁

と門があり、そこにはこの岩山の管理人がいて、彼の持っている名簿に、登る人の名前を

記入するように要求されます。名簿に名前を記入して更に登り始めると、そこからの山道

は、とてもハイキングで登るような道ではありません。その上、山の上まではまだかなり

登らなくてはいけません。要するに、中年の素人が登るような山ではないのです。中年の

夫婦は、直ぐにそれを感じ取り、これ以上の登山はやめにして、この中腹からの景色を満

喫することにしました。結局、先史時代の遺跡まではたどり着けませんでしたが、ここか

らの景色は素晴らしく中年の夫婦を十分に満足させてくれました。それに加えて、山を降

りてからのジェラートを何倍も美味しく感じさせてくれたことは言うまでもありません。 

 

 
 
チェファルーからパレルモまでは、海岸沿いの高速道路を 1 時間も走れば到着します。

Max.120 キロで安全運転のベンツは、どんどんと追い抜かれながらも軽快に進んでいきま

す。運転手さんは、パレルモに着いたら直ぐにタオルミーナに引き返すとのこと。お疲れ

様です。パレルモのホテルには午後 5 時過ぎに到着しました。この日は、何とも楽な旅で

した。ベンツは丸 1 日の専用車で料金は 370 ユーロですから、ミラノ・パレルモ間の 1 人

分の片道飛行機代の 9 倍の料金です。楽なわけです。 



パレルモでは来た時と同じホテルで、ホテル付近はすべて頭に入っています。直ぐにホテ

ルを出てパレルモの街を散策しましたが、この日は日曜日で、パレルモの夕べの街は休業

状態です。仕方なく、パレルモにしては比較的きれいな港の公園で夕涼みをした後、今日

の夕食のレストランを物色しました。街は汚くても美味しそうなレストランはいっぱいあ

ります。ホテルのそばに、入り口にいろいろなシール（ミシュラン、ガンベロ・ロッソ等）

を貼ってあるレストランを見つけて、またまた魚介類の美味しい夕食にありつけました。 

 
 
6 日目 
ついに、最終日となってしまいました。この日は、1 日目に入れなかったパレルモの 2 つの

教会に行くことが決まっています。ホテルを 8 時過ぎに出て、勝手知ったパレルモの路線

バスでノルマン宮殿に向かいました。月曜日は、パラティーナ礼拝堂とノルマン宮殿の両

方がセットになって 10 ユーロの入場料でした。直ぐに、12 世紀初頭に建てられたノルマン

宮殿の 2 階にあるパラティーナ礼拝堂に入ると、………、声も出ないくらい見事なモザイ

クでした。ここのモザイクは、ラヴェンナのサン・ヴィットーレ聖堂、コンスタンティノ

ーブルのソフィア大聖堂と並ぶ、世界 3 大モザイクの一つだそうです。これで、2 つを見た

わけですので、今度はイスタンブールに行かなくてはいけません。ラヴェンナのサン・ヴ

ィットーレ聖堂を見た時に、フレスコ画に比べてモザイクはシンプルで芸術性に乏しいと

いう先入観を捨てたのですが、ここを見て、また、そのことを再確認出来ました。 

 



モザイクでも良いものは良いのです。それに、キンキラキンのモザイクでもちっとも豪華

な感じはせず、神聖な気持ちを与えてくれるのです。この礼拝堂は上半分がビザンチン様

式のモザイクで下半分はアラベスク様式のイスラム紋様です。この時代、ノルマン王朝は

モスレムと協調した政策にあたっていたとのこと。その象徴ともいえる礼拝堂なのです。

現在のアメリカ政治家どもに見せてあげたいですね。 

 
 
いつまでも見ていたいパラティーナ礼拝堂を出て、ガイド付きのノルマン宮殿見学です。

イタリア語のガイドはさっぱりわからないのですが、受付のおばさんが一緒についてくれ

て、単語を並べた英語で一生懸命説明してくれました。ジェノヴァやトリノの宮殿とはち

ょっと違っていて興味深いのでしょうが、何しろ、パラティーナ礼拝堂のインパクトが大

きすぎて、頭の中は真っ白でちっとも感動しません。それに加えて、宮殿は撮影禁止でし

たから、記憶もほとんど定かではありません。 

 
 
ノルマン宮殿からもう一つの教会、マルトラーナ教会に向かいました。あの奇妙な交差点

であるクワットロ・カンティからプレトリア広場を抜けた先にあります。要するに、パレ

ルモの中心です。1143 年にルッジェーロ２世の宰相だったアンティオキアの海軍提督ジョ

ルジョによって建てられましたが、後に隣接するベネディクト派の修道院に接収されたた

め、マルトラーナ教会と呼ばれるようになったとのこと。もともとはノルマン様式の教会



でしたが、１８世紀に大々的に改装されて教会の側面にバロック風のファサードが増築さ

れたそうです。この教会の中にも素晴らしいモザイクがあります。出来れば、違う日に見

たかった。でも、やはり良いものは良いのです。ここでは、ちゃんと感動しました。 

 

 
 
シチリアでは、4 つの教会でモザイクを見ましたが、共通しているのが、キリストのモザイ

クです。メッシーナのドゥオモ、チェファルーの大聖堂、パラティーナ礼拝堂及びマルト

ラーナ教会のドームの中心に同じデザインのキリストのモザイクがあります。このキリス

トの顔がシチリアの信仰を象徴しているのかもしれません。確かに、神聖な気持ちを呼び

起こしてくれるような表情をしています。 

 



 
 
パレルモには他にも観光スポットがあります。大きな街なので、ミラノと同じようにガイ

ドブックに載っている以上にいろいろなものがあるはずです。でも、滞在期間の短い観光

客には、とてもじゃないが一つ一つ調べて訪ねることはできません。その中でも、有名な

名所は、マッシモ劇場です。パレルモのオペラ座で、ここはゴッド・ファーザーの映画で

有名になりました。もう一つ、ポリテアーマ劇場があります。この劇場は、パレルモの街

から空港に行くバスの停留所のそばにありました。パレルモで最後に、シチリア名物のブ

リオッシュに挟んだジェラートを食べて、ここから空港に向かいました。 

 
 
これで、シチリア旅行記は終了です。今回も中身の濃い旅行となってしまいました。シラ

クーサまでは行けませんでしたが、全く残念な気持ちがないほど充実した旅行となりまし

た。特に、タオルミーナは、今まで旅行した世界中の街の中でも 1,2 を争うほどの気に入っ

たところとなりました。 
タオルミーナの情報はタオルミーナ在住のシチリアクラブの方から送ってもらいました。

レストランからジェラテリアまでローカルで幅広い情報が書いてあり非常に参考になりま

した。やはり、在住の人の情報は「地球の歩き方」の情報よりも数段上ですね。 


